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回 日 内容 参加児童数 指導者数

















































































プログラム名 内 容 所要時間（分） 運 動 と ね ら い
集合・整列・挨拶 色ごとに４グループに分かれて並ぶ ５ 子どもの様子や体調の観察
リズム キーボード演奏のリズムに合わせて動く １５ リズムに合わせて様々な姿勢やステップで移動運動





















































































































































ゲームの内容 ３．５ ３ ２ ２ ２ ３ ２．５８
時間配分 ３ ４ ３ ３ ４ ５ ３．６７
人数配分 ３ ３ ４ ３ ３ ４ ３．３３
空間使用 ４ ３ ２ ３ ３ ３ ３．００
説明の内容 ３．５ ４ ３ ３ ３ ３ ３．２５
伝達方法 ４ ２ ２ ２ ３ ３ ２．６７
スタッフ連携 ５ ４ ４ ４ ３ ４ ４．００
参加者反応 ４ ３ ４ ２ ３ ４ ３．３３
楽しさ ４ ５ ４ ３ ３ ４ ３．８３
盛り上がり ３．５ ４ ４ ３ ３ ４ ３．５８
表５ 「指導振り返りシート（５段階評価）」による
プログラム別自己評価
学生による子どもを対象とした運動遊びの指導について
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活動内容
各プログラムも子どもたちが楽しみながらたくさん体を動かせていたので，運動強度的にもちょうどよかったと思います。
「色々ボール」では，下に置いてあるボールを拾って箱に向かって投げることで，しゃがんで動いてという動作を自然にしていてよかったと思います。
協力
ゼミのみんなで協力して行えて，大きなけがとか問題なく終われたのでよかったです。
途中で変更したところもあったけど，コーチみんなで協力して臨機応変にできたと思う。
空間
体育館が小さかったがプログラムには影響がなかった
体育館に行ってからみんなで協力して準備できた
当日初めて会場を見たので，どれくらいの広さかいまいちわかっていなかったのと，会場の使い方をしっかり考えていなかったので，到着してからの準備に時
間がかかってしまいました。
経験
初めて企画・準備・実施のすべてを行ってとても良い経験になりました。
指導案を作った時はいろいろな運動を取り入れた遊びを考えるのが少し難しかったけれど，本などを見て勉強することができたので，小さい子に対してスポー
ツを教えたいと思っていたのでよい経験ができたと思っています。
またこういう機会があったら，今回よりも自信を持ってやりたいです。
時間 全体的に時間配分は良かったと思います。
時間・安全
企画段階では，時間配分・対象者に適しているか・安全管理等について考えることが今まで未経験だったので難しかったです。
細かい時間設定や安全管理についてしっかり行うことが大切だと感じました。
安全面と時間配分をもう少し詳しく計画を立てればよかった。特に安全面は思っている以上にもっと深いところまで考えなければならないんだなと実際に指導
してみて思いました。
指導
本番の日はかんぺを見ずに，笑顔で行うことで参加者の緊張をほぐすことができるので，自分の緊張は隠すべきだと感じました。
参加者の目線に合わせて言葉も選び，わかりやすい指導をすることが大切だと思いました。
当日は４～６歳児の指導であっても人の前に立って話すということにまだ慣れていないため緊張した。
４～６歳児であるため言葉遣いであったり，子どもたちが興味ややる気を出してもらえるように進め方をしなければならないとわかりつつもなかなかうまくい
かず苦戦しました。
最初の子どもとのかかわり方，導入の部分で少してこずりましたが，徐々に子どもたちからこっちに来てくれるようになりました。
はじめの声のかけ方を工夫してすぐに溶け込めるような雰囲気がつくれるように改善したい
担当したリズムと鬼ごっこは臨機応変にピアノ伴奏を長くしたり，スムースにできた。
早く受付をした子どもたちとどういう風に遊ぶのかを考えていなかったので，何となく出始めてしまった分，声をかけられなかった子もいて中途半端になって
しましました。
子どもたちの集合の仕方や説明方法が難しかったり，うまく伝えられなかった部分があったと思います。
プログラムだけではなく，そういった最初の段階も考えて柔軟に対応出来たら良かったと思いました。
準備
参加者に運動能力や病気のこと，どのような性格なのか等についてのアンケートを事前に実施することで（対象者に適しているか）フォローできると感じた
準備の段階では，リハーサルをたくさん行って，修正をし，スタッフ全員が流れを把握していることが大事である
小さい子供たちを対象に指導するからこそ，もっと細かいところまで準備し，ここは大丈夫か，こうした方が良いなど，何度も何度も繰り返し確認して行うべ
きだとわかりました。
後半にあせって準備をしたので，もう少し前から皆で準備をすればよかった。
準備の段階でもう少しプログラムをたくさん考え，そこから選べばよかったかと思う
準備期間を計画的に使うことができずに，最後ぎりぎりまで焦って間に合わなかった部分や足りなかった部分があったので，もう少し計画的に進めるべきだっ
たと思いました。
次のプログラムの準備にも少し時間がかかってしまい，スタッフ間での理解度に差があったように感じます。
最初は「何とかなるかなあ」という考えで準備に取り組んでいましたが，実際に練習したり，日にちが近づくにつれて不安と緊張でいっぱいでした。
準備段階では，当日使うものをそろえるのがぎりぎりになってしまいました。もう少し前から準備をして余裕を持って当日を迎えることもできたと思いました。
リハーサルを重ねてもう少し改善してから臨むことができたかなと思いました。
当日参加できなかったのですが，準備を手伝ったりあそびの内容を考えたりしてみて，準備はもう少し早い段階からした方がゆとりを持ってできると思った。
今回は時間がなくてせかせかしていた部分があったので次はそこを改善したら今回よりももっと良いものがつくれると思った。
体験
指導する大変さや，事前準備の大切さなど体験してわかることがたくさんあり，良い経験をさせてもらいました。
実際に子供たちと触れ合ってわかることがたくさんあり，とてもよい機会になりました。
対象把握
教職の授業で模擬授業をやっていますが，対象が中高校生なので小さい子供の反応や動いてくれるかという不安がたくさんありました。
どのような雰囲気でどう指導していくか未知なもので正直どうしたらよいかわからなかったです。
指導する対象が４～６歳児で想像がつかなく，何ができるかすらわからない状況での（プログラム）作成であったためすごく大変でした。
準備段階では，もっと子供の状態を把握してプログラムを考えるべきだったと思う。
準備段階では４・５・６歳がどのくらいの身体能力なのかわからなかったのでプログラムの立て方が難しかった。
道具
道具・安全
道具・グループ
道具の準備（予備の準備）も実物を使い用意をしっかり行うべきである
カラーの円盤がすべるところが危険だったと思いました。
それぞれのプログラム案は良かったとしてもそれに使う道具や配置の仕方，グループ構成等細かな部分にももっと目を向けて準備すべきだと思った。
反応
後半には子どもたちも慣れてたくさん話しかけてきてくれたのでよかった。
はじめは人見知りでなかなか笑顔を見せてくれなかったり，溶け込んでもらえなかったりして大丈夫かなーって思いましたが，思っていたよりもみんな楽しそ
うでもっとやりたーい！とか楽しい！とか，子どもたちがみんな笑顔で帰って行ってくれたのでよかったですし，自分たちも楽しむことができました。
最初はコーチも子どもたちも緊張していたけれど，プログラムをやっていくうちにうちとけていって，最後にはすごく仲良くなれたと思った。
慣れてくるとすごく話しかけてくれる子もいれば，あまり話ができない子もいた。プログラムをやっている時はみんな笑顔で楽しそうにやっていたのでよかっ
た。
こっち見て－と声をかけるとほとんどの子が前を見てくれたのでよかった。
当日子どもたちとなれるまでに時間がかかった
子どもたちも全体的には楽しんでくれてましたが，自ら接してくれる子ではなく，おとなしい子にも，もっと声をかけたら盛り上がったかなと思います。
当日は千歳市の職員の方にも言われたように，出だしがあまり良くなかったと思いました。私たち自身でもっと盛り上げていかないと子どもたちも盛り上がれ
ないし，興味を持って参加できないと思いました。
プログラムの内容は子どもたちも楽しんで参加していたし，フルーツバスケットのメダルや新聞紙ボールを見て興味を持ってくれていたのでよかったです。
想像よりもみんな明るくうちとけやすかった。まとめるのは大変だけど中高生より反応が良くて，行動力でいえば子どもたちの方が良いなと思いました。
参加してみてすごく楽しかったです。赤チームをまとめる係りをやったが，子どもたちがくっついてくれて，みんなが私の周りに来てくれた時はすごくうれし
くてこういう仕事も楽しいかなと思うようになりました。
当日子どもたちは最初は緊張していましたが，プログラムが進むにつれてとても元気に楽しそうに活動していました。
もう１回やりたいという声も聞けて良かった
反応・楽しさ
コーチも楽しめたし子どもたちも楽しめたプログラムだった
私自身も楽しく過ごせたので良かったです。
コーチも楽しめたし子どもたちも楽しめた
全体として楽しくスムースに進められた。
子どもたちはとてもかわいくて楽しそうに体を動かせていたのでよかったなと思いました。
方法
「色々ボール」をやっている時に最後にボールを数える時に数える人のタイミングがばらばらだった。４人が同じ場所に立って，子どもたちに残りのボールが
見えないように数えた方が良かった。
コーチ全員が同じ色を着ていたので，鬼ごっこでオニをやるコーチの色を変えたほうがわかりやすかった。
改善点は境目がなかったのでボールの色が混じってしまいもどすのに苦労した，こともたちが投げているボールが少なくなっていたところを直した方が良いと
おもいました。
表６ 「みんなで遊んで元気 up」指導後の自由記述（下線著者）
北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報 第４号
―３７―
での的確な指示を意識する。録音や録画による記録を撮
り，指導後に評価を行う。例として別の言葉に言い換え
られないか，指示や説明以外の発語の割合等を確認する。
次年度は以上の点を改善し，学生が自信を持って指導
に当たり，子どもたちが笑顔で夢中になって運動遊びに
取り組めるようにしていきたい。
付 記
本研究は，平成２３年度から平成２５年度文部科学省「私
立大学戦略的研究基盤形成支援事業」の助成を受けて実
施したものである。
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